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I 点検 口評価制度

1趣 旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条 |こ基づき、教育委暴会は、効果的な教

育行政の推進と、市民への説明責任を栗たすために、教育委鼻会事務の点検・評価を行ぃ、

その結果に関する報告書を公表することが義務付けられており、本市いいても、令不□2年 3

月に策定した「革津市教育振興基本計画 (第 3期 )」 の進捗状澪の確調を行うこと●兼ね

てt計画の施策体系|こ沿つた点検・評価を実施しました。      〔

◆年度の点検・評価にあたつては、基本項目ごとに設定した成果指標に対する実績l芭Lおよ

び過去の外部評価委員会等の言見に対する対応の状況を中,いに、革津市教育委員会事務外音B

評価委員会委員の意見t助言等をいただきながら、点検・評価を実施しました。

2 点検 出評価の対象

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に規定する教育委員会の権限に属する事務

および市長から補助執行を受け教育委員会において実際に管理・執行している事務を点検・評

価の対象とし、「革津市教育振興基本計画 (第 3期 )」 において掲げられた4つの「施茶の基

本殉向」に対して、それぞれ位置づけた9つの基本項目 (34の基本施策を含む)につい

て、点検・評価を実施しました。

【参 考 】

地万教育行政の組織及び運営に関する法律 (抄)

(孝文育に関する事務の管理及び執行の妹況の点検及び評価等)

第26条 孝女奮委員会|さ、毎年、その権限に属する事務 (前条第1項の規定により教

育長に委任された事務その他多女育長の権限に属する事務 (同条第4環の夫見定により事

務局職員等に委任された事矛ヵ箕を含む。).を全む。)の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する幸尿告書を作成し、これを議会に提出すoととも

に、公表しなければならない。

2 孝女育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。
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3 点検 日評価の方法および評価指標

F革津市教育振興基本計画 (第 3期 )」 に掲げた基本方向・基本項目に対してどのような

成果が得られたのか確認することにより、計画の進捗状況を管理するため、34の基本施策

における各事業の取組や成果を点検してそのうえで9つの基本項目ごとに定められた成果指

標の目標値への達成度により評価を行いました。

4 草津市教育委員会事務外部評価委員会

点検・評価の客観性・透明性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方など外部の

方プマの意見、助言をいただき、その意見等を各評価シートに記載します。

◆年度は、下記の方ノマに外部評価をお願いしました。

革津市教育委員会事務外部評価委員会委員    敬称略

渡邊 暁彦  (滋賀大学孝女授)

藤野 利也  (元公立小学校長)

年ケ本 則子  (公募市民)
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Ⅲ 草津市教育振興基本計画 (第 3期)の基本理念と施策の基本方向

1.基本理念

本市では、平成22(2010)年 3月に「子どもが輝く教育のまちと出会ぃと学ぴの

まち・くさつ」を教育の基本理念と定めました。、

このF日日、社会情勢の大きな変化に伴いヽ解決すべき課題が複雑化・夕夕様イとする中(施策

の見直し,改善を続け、時代の先を行く教育の取組を進めてきました。イ

◆後も、常に将来に目を向け、柔車欠な発想と改革意識を持つて取り組んでいく賜要があ

りますが、本市教育が目指すべき姿と基本的な者え方は第3期においても奪わゃもので騨

ないと考え、基本理念は第司期、第2期を継承します。    ヾ

基本理念

一人の人間として子どもに真望に向き合うと、子どもの中に限りない可能性があること

を信じる心が生まれます。その時、子どもの可能性を最大限に伸ばせるよう全力を尽くす

ことはtすべての大人の責務であるという悪いにかられます。子どもたちが、伸び伸びと

自分らしく成長し、その力を人のため社会のために思う存分に発揮する姿を思い描くと、

本市の将来が輝いて見えてきますと未来に生きる子どもたちがはつらつとたくましぐ成長

する姿は、家庭に幸福を与え、地域社会に希望をもたらします。

本市は、全国的に人□が減少する中においても人El増加を続けており、未来に向けて常

に新しい変化を続けるまちです。どういう未来がやつてくるかは、未来のために何をする

か、そして子どもたちがどう育うていくズ〕`によつて決まるといつても過言ではありません。

教育に力を注ぐことは未来を倉」ることであり、「丁どもが輝く教育のまち」を実王見するこ

とは本市の重要な指標です。

また、本市は、古来から街道文イヒのまちとして栄え、人と人が出会う宿場町として発展

してきました。近年においても、常に新しい転入者があり、多様な人メマがともに書らすま

ちとして新しい発展を続けています。本市はこうした革津の個性を生かしたまうづくりを

進めていますが、孝女育族興においても(「出会い」と「多様性」を大切にすることが重要

と考えます。

「出会い」は人との出会いだけでなく、心をゆさぶる読書体験や芸術体譲、異文イヒに接
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した驚きと感動、自然や生き物に接することによって知る論の尊さ、地頭の歴史を矢□るこ

とを通した郷土への愛音,b等、学びは出会いから始まるといっても過言ではありません。

本市は、多様な人やものとの出会いを通して、豊かな学びを広げ、誰もが生きがいを感じ

られる「出会いと学びのまち」の実現を目指します。   .
本市の第5次総合計画では、「出会いが織りなす応、るさと “元気"と “うるおい"の

あるまち 革津」を構想しています。本計画も、すべての子どもが輝き、誰もが豊かな「出

会いと学び」を広げられる「教育のまち」づくりを通して、この構想の実呪化を目指すも

のですよ

この目標の実呪に向けて、①教育委員会が中心となつて、本市の孝女育を創造し、②開か

れた行動する教育委員会として、保護者や地域住民の意向を十分把握しながら、積極的な

教育改革を進め(③学校の教員と行政の職員が協働し、革津から教育を変えようという意

識をもつて、斬新な教育施策を実行していきますも

これらの決意のもと、学校、家庭、地1或、行政の連帯を深めた取り組みにより、市民の

誰もが誇りに思える「子どもが輝<教育のまち・出会いと学びのまち・くさつ」の実現を

目指します。
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2.施策の基本方向

施策の基本方向は、基本理念の具現イヒにあたつての進むべき方向性と考えアjを示してい

ます。

第3期計画では、「1:子どもの生きる力を育む」「2.学校の孝女育力を高める」「3.

社会全体で学びを進める」「4.歴史と文化をきり育てる」の4つを掲げ、この基本方向

に対して9つの基本項目を設定しました。

さらに基本項目ごとに、34の基本施策を定め、これらを体系的に取り組んでいきます。

基本方向1.子どもの生きる力を育む

施策の基本方向の第一は、「子どもの生きる力を育む」です。

子どもが、変イしが激しいこれからの社会を生きていくためにはヽ自分も他人も大切にす

る心を育成すると年■に、長い人生を拝くましく生き子友くための健康な体づくりの基礎奮

築いていくことや、推かな学力を身止付けることが隊要ですもまた、子どもたち一人ひと

りが、生まれ育つた環境に左右されることなく、夢や希望を持つて自らの人生を切り拓く

ことのできる生きるヵを育むことを教育の基本と捉え、施策の基本アj向の第■とします。

1.豊かな心と健やかな体の育成

人格形成の基礎が培われるといわれる乳幼児期からの育ちや学びが、その後の教育へ生

円滑|こうながるよう、子どもの発達段I'白
しや個メマめ状況に応じて、学校、家庭、地域、行政

が互いに連携・協力した取組を実施し、豊かな惰操お自己肯定感、規範意識、社会性など

を身につけ、多様な人とつながることのできる豊かな心を育むとともに、生涯にわたつて

たくましく生きるための健やかな体の育成を目指します。手

2日 確かな学力の育成

自ら学び、者え、行動する力を身に付け、多様で変イヒの激しい社会を生き抜く確かな学

力の育成を目指し、革津市独自の学力向上策に取り組みます。また、学校では、各校の学

力向上策を踏まえた取組に加え、 ICT機器の効果的活用や検定事業、英語教育や読書活

動等を推進し、子どもが主体となうて、周囲と協l動 し学びを深める取組を推進します。ま

た、家庭学謹習1贋あ定着や学び方を身に付けるための支援等を通して(新 しい時代を生き

ていくためにあ要となる基礎的心基本的な知識・技能の定音を図ります。
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本方向2=学校の教育力を高める
――――――」

施策の基本方向の第二は、「学校の教育力を高める」です。

学校は、学齢期のすべての子どもの多女育を担っています。子どもが安,bして学校生活を

過ごすための教育環境と指導・支援体制の充実を図ることは、子どもの生きる力を育成す

ることにつながります。また、地域や家庭から信頼される学校づくりを進め、地域・家反壬三

との連携を強化することは、社会全体での教育の推進にもつながります。本市の教育施策

を推し進めるうえで非常に重要となる学校の孝文育力の向上に◆後も一層努めていきます。

3口 教職員の指導力の向上

教職員の研修プログラムや研究活動の充実に取り組み、よりよい授業が行えるよう教職

員の指導力の向上を目指します。また、そのために聰要となる時間の確保と有効な活用が

できるよう(教珊員の健康管理や働き方改革に取り組み、職場環境の改善も目指していき

ます。 '

特色ある教育課程の実施や、地域の活力を生かした取組を推進することで、学校経営の

充実を目指します。また、様ノマな教育課題に対応していくために、教職員の指導体制や学

校を支援する体制の充実を図ります。

安全・安心な学校環境を確保するため、老朽校合の改修や非構造音B材の耐喪化等の施設

整備を進めるとともに、学習教材等の充実を進めることで、教育力向上につながる環境整

備の充実を目指します。                、
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基本方向3.社会全体で学びを進める
J________ェ_____― …――――i―――=

施策の基本アj向の第三は、「社会全体で学びを進める」です。

家庭環境の多様イしやコミュニテイが希薄化する中、子どもが豊かな社会性を身に付|する

ために、また、子どもと大人が共に学んでいくため1こも、家庭や地頭での教育力の向上が

求められています。また、f人生100年時代においてすべての人が豊かに生きていくため

|と、地収での学習や女ポィツ活動を通して、生涯にわたうて学び、濫躍し続けられるまち

を目指します。

6H家庭 日地域での学びの充実

子どもを育てる基礎となる家庭での教育にういて、l呆護者に対する情報提供や学習機会ヽ

を充実させるなどの取組を進めます。また、地域協働合校の推進などにより(地域の大人

が子どもの学びを支えるとともに、大人にとつてもやりがいのある交流の機会となるよう

にします。

7日 生涯学習 ロスポエツの充実

誰もが、生涯にわたつて、いつでも、どこでも学び、子どもの教育や地域の活動||おい

て、成果を生かすことができるような生涯学習機会の充実を図ります。また、スポーツを

身近に感じ、楽しめるよう生涯スポーツや競技スポーツに関する取組の充実を目指すとと

もにt※令不□7(2025)年 開催予定の第79回国民スポーツ大会および第24回全国

障害者スポーツ大会に向けた取組を推進します。

※計画時pら変更 令不□6(2024)年 開催ラ定→令不□7(2025)年 開催予定
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基本方向4.歴史と文化を守り育てる

施策の基本方向の第四は、「歴史と文イヒを守り育てる」です。

本市の歴史は古く、数多くの貴重な文イヒ財を含む歴史文化が現在に受け継がれています。

地頭に息づく歴史文化の価値や魅力をより広く、わかりやすく伝え、地域の暮らしと一体

的な資産として保存 ,活用するとともに、誰もが文化・芸術活動に親しむことでヽ感性や

創造性を育み、豊かに暮らしていくことができるまちを目指します。

8B文化・芸術の振興

文化・芸術活動の支援と各種事業の充実や、担い手の育成支援を通して、誰もが文化に

触れることができる機会の充実を目指します。また、文化の力によって都市の魅力を高め

ることを目指します。

9と 文化財の保存と活用

本市の歴史文化の特徴を後世に守り伝えるため、適切な保存を図るとともに、市民が地

域の歴史に触れる機会づくりに努め、地頭主体による保存・活用の機運の電上や歴史文化

を活用した革津らしいまちづくりを目指します。
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第3期教育振興基本計画施策体系図

基本理念 施策の基本方向・項目
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O評価シートの見方について

画どおり工事を実施し、非構造部材の

成果指標や各施策の達成度(下記)などから、教育委員会
事務局にて達成度評価(内部評価)を行つています。

基本方向 2学校の教育力を高める

5教育環境の充実

教育振興基本計画における概要を記載します。
(基本項目(全9項目)ごと,基本項目

概 要

【

安全i安心な学校環境を確保するため、老朽検舎の改修や非構造部材の耐震化等の施設整備を進める
とともに、学習教材等の充実を進めることで、教育力向上につながる環境整備の充実をめざします。

ノ

成果指標の目標と実績

成果指標①

基本暇轟ごとに紐づいた成果指標め露標値と
実績値を記載します。

H30 Rl R2 R3 R4 R5

目標値 700 750 800 850 900

実績値
【

55:0 650 650 6510 70.0

目に含まれる主要事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

教育委員会事務局にて主要と考える事業を描出し、達成度評価を行いました。
成果達成度:◎…期待を超える成果があつた

!0…報待どおりの成果があつた
▲…期待未満の成果であつた

※主要事業欄に記載されている数字【施策●】fま教育振興基本計画における施策
番号です(全34施策)

18】

〇教育総務課
計画どおり校舎やグラウンドの改修を実施することが

策18】

大規模改造事業

策19】

化推進事業

項目に含まれるその他の事業=覧
事務事業 担当課

卜学校管理運営事業 【施策 18】 教育総務課

卜学校施設維持管理事業 【施策18】 教育総務課

伸学校管理運営事業 【施策 18】 教育総務課

神学校施設維持管理事業 【施策18】 教育総務課

基本項目に関連する主要事業以外の事業の■覧です。
学ヽ校教育教材整備事業 【施策司9】

学校教育教材整備事業 【施策19】
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基本方向 1.子どもの生きる力を育む

基本項目 1豊かな心と健やかな体の育成

概  要 皇鰍辰豊(降潔剖昭 最鶏鋲逮種晩禦箪留温だ瑠緒甥盤
る豊かな心を育むとともに、生涯にわたつてたくましく生きるための健やかな体の育成をいざします。

日成果指標の目標と実績

■達成度評価

め、学校体育の充実を図ることができた。

Ⅲ

成果指標①
「自分によいところがあると思う」と答えた児童生徒の割合(%)

【全国学力・学習状況調奪 (対象 :′Iヽ学6年生、中学3年生)】

H30 R2 R3 R4 R5 R6

日本票値 (′lヽ 6) 83.5 840 84.5 850 85:5

実績値(小6) 86.5 80.3 78.5 79.6 81.1

目標値 (中 3) 735 74.0 745 75.0 75.5

実績値 (中 3) 756 71.8 76.1 75,0 745

成果指標②
r運動やスポーツをすることは好き」と答えた児童生徒の割合(%)

【全国体力・運動能力、運動習慣等調査(対象:1ヽ学o年生、中学?年生)】

H30 R2 R3 R4 R5 R6

目標値 (1ヽ5男 ) 725 73.0 735 74.0
t74.5

実績値(1(5男 ) 752 693 705 68.3 658

目標値 (4ヽ 5女 ) 529 595 5■ 2 548 55_5

実績値 (4ヽ 5女 ) 516 52.7 472 490 5i3

目標値 (中 2男 ) 623 626 62.9 032 635

実績値 (中 2男 ) 61,7 66.6 661 58.8 62,1

目標値 (中 2女 ) 449 45.5 46.2 468 475

実績値 (中 2女 ) 43.6 48.5 445 427

-15-



■施策に含まれる主要事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

施設等利用給付事業
【施策1】

幼児課 O
認可外保育施設や私立幼稚園等の無償化対象者ヘ

の給付を円滑に行い、子育てを行う家庭の経済的負
担の軽減を図ることができたため。

幼稚園・認定こども園ステッ
プアップ推進事業
【施策2】

幼児課 O 地域の特色や人材を活かして幼稚園・認定こども国の
教育内容の充実を図ることができたため。

就学前教育サポート事業
【施策2】

幼児課 O
保育カウンセラーが保育者と共に、子どもや保護者ヘ
の支援を行い、保育の質の向上を図ることができたた
め。

認定こども園管理運営事業
【施策2】

幼児施設課 O
公立幼稚園型認定こども国の運営や維持管理を適切
に行う弓とにより、良質な教育・保育環境を提供するこ
とができたため。

人権・同和教育研究大会開
催事業
【施策3】

児童生徒支援課 O
「人権・同和教育研究大会」を開催したことで、多くの市
民が人権問題について考え、意見を交流する機会を
持つことができたため。

生徒指導推進事業
【施策4】

児童生徒支援課 O

「草津市いじめ問題対策連絡協議会」を開催し、いじめ
の早期発見へのアドバイスや教育委員会としての体制
づくりについて助言をもらい、関係機関との連携を図る
ことで、児童生徒対応、保護者対応を迅速に進めるこ
とができたため。

中学校体育推進事業
【施策5】

学校教育課 O
スポーツ傷害予防講習会、運動部活動支援に取り組
み、学校体育の充実を図ることができたため。

小学校体育推進事業
【施策5】

学校教育課 O
スポーツ体験教室「レッツエンジヨイスポニツ2022」、
滋賀レイクスによる「ダンス教室」を実施し、学校体育
の充実を図ることができたため。

体験実践活動推進事業
【施策6】

学校政策推進課 ○

「中学生チャレンジウィーク事業」を新型コ甲ナウイルス
感染拡大防止のため一部実施できなかったが、概ね
再開し、生徒の働くことの大切さと、自分の将来の生き
方について考える機会を持つことができたため。

インクルーシブサポーター配
置事業
【施策7】

児童生徒支援課 O

特別な教育支援を必要とする子どもの増加に伴い、障
害にかかわらず地域で学ぶことができるよう、きめ細
かい支援を行うとともに、特別支援教育の充実を図る
ことができたため。

医療的ケア支援員配置事業
【施策7】

児童生徒支援課
日常的にたんの吸引や経管栄養等の医療的ケアが必
要な児童に対し、きめ細かい支援を行うとともに、特別
支援教育の充実を図ることんミできたため。
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■施策に含まれるその他の事業一覧

事務事業 担当課

小学校給食材料購入事業 【施策5】 学校給食センター

小学校給食管理運営事業 【施策も】 学校給食センター

中学校給食材料購入事業 【施策5】 第二学校給食センター

中学校給食管理運営費 【施策5】 第二学校給食センター

児童就学援助費 【施策 1】 学校教育課

生徒就学援助費 【施策1】

学校 【施策 5 】 学校教育課

学校環境衛生管理事業 【施策5】 学校教育課

学校保健推進事務事業 【施策5】 学校教育謀

校医等配置事業 【施策5】 学校教育課

児童“生徒等健康診断事業 【施策も】 学校教育課

中学校文化部活動推進事業 【施策6】 学校教育課

科幸発表展覧会開催事業 【施策6】 学校教育課

就学時健康診断事業 【施策5】 学校教育課

1(学校特弟1支援教昔就学羮励事業 【施策1、 7】 学校教育課

体験実践活動推導事業 【施策6】 学校教育課

中学校特別支援教育就学奨励事業 【施策1、 7】

高機生等人権教育活動事業 【施兼3】 | 児童生徒支援課

自主活動学級開設事業 【施策3】 児童生徒支援課

人権教育推進事業 【施策3】 児童生徒支援課

同和教育指導推進事業 【施策3】 児童生徒支援課

フリースクール利用支援事業 【施策4】 児童生徒支援課

支援委員会運営事務 【施策7】 児童生徒支援課

ことばの教室運営事業 【施策7】 児童生徒支援課

営事業 【施策7】 児童生徒支援課

少年美術展覧会開催事業 【施策6】 学校政策推進課

預かり保育事業 【施策 1】 幼児課

幼稚園i認定こども園指導研修事業 【施策2】 幼児課

・認定こども園保健推進事業 【施策2】 幼児課

推進事業 【施策2】

民間認定こども園運営事業 【施策2】 幼児課

定こども園管理運営事業 【施策2】 幼児課

定こども園運営支援事業 【施策2】 幼児施設課

リ
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基本方向 1.子どもの生きる力を育む

基本項目 2.確かな学力の育成

概  要

自ち 学び、考え 行動する力を身| 付 け 多様で変化の激ししヽ社会を生き抜く確かな学 力の育成をめざ

し 草津市独自の学 力向上策に取り組みます また、学校では 各校の学 力向上策を踏まえた取経I こカロ

え ICT機器の効果的活用や検定事業、英語教育や読書活動等を推進し、子 どもが主体となって 周囲と

またこ家庭学習習慣の定着や学び方を身に付 1サるための 支援等

に必要となる基礎的 基本的な知識 技能の定着を図ります

日成果指標の目標と実績

※R3年度までは「授業ては1課題解決に向けて自分で考え、話し合う活動を通じて考えを深めることができていると思う」と答

えた児童生徒の割合(0/o)

ヽ
ノ

成果指標①

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と答

,        えた児童生徒の割合(%)
【全国学力・学習状況調査(対象:小学6年生、中学3年生)】

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値(小 6) 79_5 8010 80.5 3■0 81.5

実績値 (小 6) 782 79.0 772 80.6 82,3

目標値(中 3) 740 745 750 755 760

実績値 (中 3) 68_3 73.6 744 822 779

成果指標②
「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と答えた児童生徒の割合(%)

【全国学力・学習状況調査(対象:'卜学6年生、中学3年生)】

情30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 (′卜6) 71.0 715 72.0 72.5 73.0

実績値 (4ヽ 6) 68.5 705 73.2 73.5 754

目標値 (中 3) 53.5 54.0 545 55,0 55_5

実績値 (中 3) 51.3 528 599 640 63.4

成果指標③

「学校の授業時間以外に普段(平 日)1日 当たり1時間以上読書をしている」と答えた児童生徒の割合
(0/o)

【全国学力・学習状況調査 (対象 :小学6年生、中学3年生)】

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 (′lヽ 6) 204 206 20.8 2■0

実績値 (小 6) 20.0 202 20.3 20_8

目標値 (中 3) 1■8 12.0 12.2 124

実績値 (中 3) 85 116 125 130
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日達成度評価

ICT教育や英語教育、道徳教育をはじめとして、単元をとおして主体的・対話的で深い学びへの授業改善を図つた結果、課題
解決的な学びを推進し、解答に至るまでの考え方や自分の意見を効果的に伝えることに焦点をあてた授業実践を行う教師が
増えてきた。今後も引き続き、IoTを効果的に活用した授業改善を全ての市立小中学校で徹底を図る必要がある。

■施策に含まれる主要事業一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

学校ICT推進事業
【施策3】

学校政策推進課 O

ICT教育スーパーバィザー、lcT支援員による学校訪
問や研修会を行つたlICT活用の使用頻度が上がると
ともに、授業において効果的な活用を重ね、子どもたち
の主体的t対話的で協働的な学びが進んできたため。

子ども読書活動推進事業
【施策9】

学校教育課

児童の家庭学習を充実させたり、学校での学習支援を
行うたりすることで学力向上を図るとともに、教員の負
担を軽減し玉学校の働き方改革の推進につながつたた
め。

子ども読書活動推進事業
【施策9】

生涯学習課 O
乳幼児健診時およびすこやか訪間時に、家庭読書の
啓発チラシを配布し、子ども読書活動の啓発および推
進を図ることができたため。

小1学びの基礎育成事業
【施策10】

児童生徒支援課 O

小学校14校において、タブレットPCを活用しながら一
人=人の課題に応じた多層指導モデル(MIM)による
「読み」の指導を行い、児童の読みの力を分析・把握し
指導できたため。

英語教育推進事業
【施策11】

学校政策推進課 O
市内全小中学校におけるALTの 巡回指導や小学校オ
ンライン授業の実施、、市内6小学校への」TE派遣に
より、英語教育の充実を図ることができたため。

事務事業 担当課

教育委員会運営事業 教育総務課

教育委員会事務局運営事業 教育総務課

学校教育支援教員百己置事業 【施策10】 学校教育課

授業充実加配教員配置事業 【施策10】 学校教育課

スクrルESDくさつ推進事業 【施策10】 学校教育課

学びの教室開催事業 【施策10】 児童生徒支援課

学方向上重点事業 t施策 11】 学校政策推進課
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基本方向

基本項目

教職員の研修プログラムや研究活動の充実に取り組み、よりよい授業が行えるよう教職員の指導力の向

上をめざします。またこそのために必要となる時間の確保と有効な活用ができるよう、教職員の健康管響

や働き方改革に取り組み、職場環境の改善もめざしていきます。

■成果指標の目標と実績

※R3年度までは「ワーク・ライフ・バランスを意識している(刊 (低 )～ 5(高 )の 5段階評価)」 の平均値

■達成度評価

「自分なりの課題をもつて自己研修に努めている(1(低 )～ 5(高 )の 5段階評価)」 の平均値

【学校運営協議会における学校評価】

R6R5R3 R4R2H30 Rl

4241目標値

393.6 3_8

「会議時間の短縮、行事の精選や実施方法の見直し、検務のICT化等を推進し、積極的に業務の改善や
効率化に取り組んでいる(1(低 )～ 5(高)の 5段階評価)」の平均値

【学校運営協議会における学校評価】
:

R5R3 R4R2H30 Rl

40393938 38目標値

3437 3737実績値

ある。

に 、アップアド
のため継続

しに即課題学校 現場のO」Tととも 検 内 の充実等′ を実施す施策 る

"レ

やスキ ミイザーの派遣等の研修講座各種
必要での 上 組みがした取りさの り 質資 向の 上 るが 教職員 なるり作 教職員 力 向 を図つての指導び学 をの場
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■施策に含まれる主要事業一覧

日施策に含まれるその他の事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

教職員研修事業
【施策12、 刊3】

学校教育課 O
学方向上マネジメント会議や経験年数に応じた研修
会、各種事業での授業研究会、講演会等を多く行い、
研修を通して実践力を高められたためと

講座開設事業
【施策刊2、 13】

教育研究所 O
新型コロナウイルス感染症対策をしながらも、今日的
な課題に即した対面での研修を実施することができた
ため。

スキルアップアドバィザー配
置事業
【施策12、 13】

教育研究所 O
各学校のニーズに応じてアド′ヽイザーの派遣を行い、
教員の資質向上に関する支援を行うことができたた
め。

スクール・サポード・スタッフ
配置事業
【施策14】

学校教育課

児童の家庭学習を充実させたり、学校での学習支援を
行ったりすることで学方向上を図るとともに、教:員 の負
担を軽減し、学校の働き方改革の推進につながったた
め。

事務事業 担当課

教育調査研究事業 【施策12】 教育研究所

教育研究所指導員配置事業 【施策12、 刊3】 教育研究所

教育研究所運営事務 【施策12、 13】 教育研究所
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基本方向

特色ある教育課程の実施や、地域の活力を生か

す。また、様々な教育課題に対応していくために、鵡 鳥為郡報謡藝
ります。

)

■成果指標の目標と実績

※R3までは「学校目標に向かつて教職員一人ひとりが実践を進め、組織として機能している(1(低 )～ 5(高 )の 5段階評価)」 の

平均値

※R3までは「保護者や地域住民への積極的な情報発信ができている(1(低 )～ 5(高)の 5段階評価 )」 の平均値

日達成度評価

|

R6R5R3 R4R2H30 Rl

40393.9318

403=7

鶴報綸擦毬跳瀧毬需F写き推進を通して学校運営コミュ_
た取組ジ

ス のルくさつクエ
テ ィ

えエ 理念を踏ま を行しクトや地域協働合校の
の」 平 均値るヽて し 1 低)～ 5段階評価5(高)の

【学校運営協議会における学校評価】

R5R2H30 Rl

4.7 48474.6目標値

40414,4 4.2実績値

新 型コロナウイルス感染症拡大防止を図 りながら取組を進める中で 教職員 | 課題 I 対して組織的に対応する体制が進ん

できた 新 型コロ ナ ウイル ス感染症の警戒レベル が 段階的 に 下 がる中で 適切な教育活動を実施し、児童生徒べ的確な支援

るため適材適所の人材配置や効果的な連携の仕方 に つ しヽて検討を進める必要がある。
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■施策に含まれる主要事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

コミュ三ティ・スクールくさつ推
進事業
【施策15】

学校政策推進課 O

全小中学校にゴミュニティ・スクールを導入し、学校、保
護者、地域の組織的かつ継続的な連携と協働体制め
確立し、協議内容を熱議する意識が進んだ。また、ES
D推進のため、地域連携を進めることができたため。

スクールESDくさつ推進事業
【施策15】

学校教育課 O

令和6年度の全襟実施に向けて、小中学校の担当者
による学方向上マネジメント会議を開催することで、各
校のスクールESDに関ずる理解が深まり実践が充実し
たため。
また、モデル校3校で先進的事例の開発=検証を行
い、その成果を報告会で全小中学校に広げたことで、
県童生徒の意識アンケートで成果が見られる回答で
あつたため。

スクール・サポート・スタッフ
配置事業(再掲)

【施策16】

学校教育課 O

児童の家庭学習を充実させたり、学校での学習支族を
行ったりすることで学方向上を図るとともに、教員の負
担を軽減し、学校の働き方改革の推進につながったた
め。

学校問題サポートチーム運
営事業
【施策16】

教育研究所 O
学校での対嘴困難なケースについて、専門家から適
切なアドバイスを提供することで、事態の改善に向け
具体的な指導や支援を行つたため。

教室アシスタンド配置事業
【施策16】

児童生徒支援課 O
小学1年生全てのクラス等に教室アシスタントを配置す
ることで、児童生徒今のきめ細やかな支援を行うこと
ができ、安心して学校生活を送れるようになったため。

中学校生徒指導主事活動推
進事業
【施策17】

児童生徒支援課

児童生徒の問題行動等の未然防止および早期発見・
早期解消に向け、学校を中心とした取組を充実させる
とともに、関係機関等との連携や啓発活動を行うことが
できたため。

学校問題相談支援事業
【施策17】

児童生徒支援課 O

学校不適応や不登校等の児童生徒が抱える課題があ
るため、スクエルソーシヤルワーカー、いじめ等問題行
動対策アドバイザーの派遣を行い、様々な学校問題の
解決と円滑な学校運営を行うことができたため。
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日施策に含まれるその他の事業一覧

事務事業 担当課

学事管理事務 【施策16】 学校教育課

学校運営支援事業 【施策16】 学校教育課

学校基本調査事務 【施策刊6】 学校教育課

通学区域管理事務 【施策16】 学校教育課

学生ボランテイア派遣事業 【施策16】 学校教育課

学校支援対策充実事業 【施策16】 徒支援課

外国人児童生徒教育支援事業 【施策17】 児童生徒支援課

児童生徒支援事務 【施策17】 児童生徒支援課

児童通学支援事業 【施策17】 児童生徒支援課

学校運営支援事業 【施策16】 学校政策推進課

学校運営支援事業 【施策16】 育研究所

やまびこ教育相談室運営事業 【施策刊7】 教育研究所
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基本項目

成果指標① 非構造部材の耐震化工事実施校の割合(%)

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

目標値 70.0 75.0 80.0 850

実績値 55.0 65.0 65,0 65.0 70.0

■成果指標の目

■達成度評価

計画どおり手事を実施し、非構造部材の耐震対策が図られた。

■施策に含まれる主要事業一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

小学校大規模改造事業
【施策18】

教育総務課 ○
計画どおり検舎やグラウンドの改修を実施することが

できたため。          1

中学校大規模改造事業
【施策18】

教育総務課 O 計画どおリトイレの改修を実施することができたため。

校務情報化推進事業
【施策19】 i

学校政策推進課 資報尋       4∫¬鰹塀海
イビを図ることができたためも

事務事業 担当課

小学校管理運営事業 【施策18】 教育総務課

小学校施設維持管理事業 【施策18】 教育総務課

中学校管理運営事業 【施策18】 教育総務課

中学校施設維持管理事業 【施策18】 教育総務課

小学校教育教材整備事業 【施策 19】 教育総務課

中学校教育教材整備事業 【施策19】 育総務課
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子どもを育てる基礎となる家庭での教育にういて、保護者に対する情報提供や学習機会を充実させるな

どの取組を進めます。また、地域協l動合校の推進などにより、地域の大人が子どもの学びを支えるととも

に、大人にとつてもやりがいのある交流の機会となるようにします。

R5 R6R4R3H30 Rl R2

225220 22522021.5目標値

169 17.221.8 215214実績値

■成果指標の目標と実績

■達成度評価

辮望駆簿F墓講磐潜鸞 塩解寒な酪献驚f財黙堤tl脅繁 】観線慾説僣男

篇発許」をピを豪で患繁璧削薄現空1歌Y熙 房蟄鰹ザ斃を載τttτ蔑越 £雇名£凝戸き色龍
た。

「家の人(兄弟姉妹を除く)と学校の出来事にういて話をする」と答えた児童生徒の割合(0/o)【 学びのアン

ケニト調査(草津帝教育委員会実施)】

R5 R6R4H30 Rl R2

85_5 86_0850目標値 (小 )

800329800実績値 (小 )

760751575.0目標値 (中 )

732 75_6769実績値 (中 )
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■施策に含まれる主要事業一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

地域ぐるみの学校安全推進
事業
【施策20】

学校教育課 O

児童の登下校を見守るスクールガードに対して必要な
物品の支給などの援助を行うことで、地域と連携した
防犯対策に取り組み、子どもの安全・安心の確保が図
れたためと

家庭教育推進事業
【施策21】

生涯学習課 O
地元PTA団体の実施する家庭教育に対する取組を支
援するとともに、家庭教育に関連する講座を開催ずる
ことで、家庭での教育力を高めることができたため。

青少年育成活動事業
【施策22】

子ども家庭,若者課 O
青少年の主張発表大会、青少年育成大会を開催、広
報誌を発行することにより、青少年の健全育成の推進
について、広く市民に周知することができたため。

少年センター管理運営事業
【施策22】

子ども家庭・若者課 O
少年やその家族等からの相談に応じるとともに、少年
補導委員や警察、学校等と協力しながら、街頭補導等
の活動を地域一体となって実施することができたため。

地域協働合校推進事業
【施策23】

生涯学習課 O 市内すべての小中学校において、学校・家庭・地域の
連携による地域協働合校を実施できたため。

事務事業 担当課

学校災害賠償補償保険事務 【施策20】 学校教育課

児童・生徒安全対策事業 【施策20】 学校教育課

策事業 【施策20】 学校教育課

日本スポーツ振興センター負担金事務 【施策20】 学校教育課
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基本方向

かすこにおどこにわたって

に、冷 和競技スポーツに
スポエツ大会に向

し て 成果を生し でも学びうでも生涯 子どもの教育や地域の活動誰もが、
楽しめるよう生涯スポー身近に感じ、スポエツをまたりの充実を図 ますような生涯学習機会とができる

民ス7 92 定の第予 回024 年開催6年る の ととも関す 取組 充実をめざすツや

全 障害者よび第24ポーツ大会お

■成果指標の目標と実績

■達成度評価

成果指標①
生涯学習・スポエツの充実に満足している市民の割合(%)

【草津市のまちづくりについての市民意識調査】

H30 R2 R3 R5 R6

目標値 245 25.0 25.5 26.0 265

実績値 2317 27.1 24.3 24.3 23.5

成果指標②
図書館和!用者の満足庁兵(%)
【図書館利用者アンケート】

H30 R重 R2 R3 R4 R5 R6

目標値 58.0 585 59_0 59.5 60.0

実績値 561 60,0 756 78.3 724

成果指標③
社会体育施設利用者の満足度(%)
【社会体育施設利用者アンケート】

H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6f

目標値 71_0 720 730 74_0 750

実績値 668 73_0 74.2 74.4 738

「立命館びわこ講座」は 、コ 歯ナ禍を考 慮 したオンライン に よる講座実施およびサテライド上映を実施し 市 民の学習機会の確

保に務めた結果 、 定の効果が見 られた。図書館 I おいては 南館20周 年 ( R4年 7月 )の 20周年記念事業を実施するととも
でのサービスを進めるため、移動図書館

に 新型コ白ナウイ レス感染症拡大防止対策を講じなが ら 各種事業を行し 市全域

車の巡回場所を増やして運行した結果、読書機会の創出につながつた。

また、施設の適切な維持管理を行うことで、スポーツ教室や講習会、スポーツ大会を開催することができた。引き続き、計画的

に施設の整備や充実を図り、利用者満足度の向上につなげる。
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■施策に含まれる主要事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

社会教育推進事業
【施策24】

生涯学習課 ○
「立命館びわこ講座」を立命館大学との連携で実施し、
市民へ学習機会を提供することができたため。

学習ボランティア推進事業
【施策24】

生涯学習課 O 冊子「ゆうゆうぴとバラク」を発行し、学習ボランティア
活動の推進を図ることができたため。

図書館運営事業
【施策24】

図書館 O
南館の開館20周 年記念事業として「つなぐ」をテ下マ

に児童ヨーナーのリニューアル、記念講演会、記念口
ゴの募集等を実施するとともに、野外おはなし会や移
動図書館巡回などの従来からの各種事業について
も、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じな
がら行い、11月 3日 (文化の日)の図書館まつりにおい
て、図書館ビブリオバトル、絵本のひろば等の特別企
画を行つた結果、図書館利用の促進につなげることが
でき、期待通りの成果を得ることができたため。

南草津図書館運営事業
【施策24】

南草津図書館 O

地域協働合校推進事業 (再

掲)

【施策25】

生涯学習課 O

各学校において「まちたんけん」を実施し地域の課題を
見つけ、解決策を考えることで、持続可能な社会を考
える機会や地域への愛着を育む環境学習を実施する
ことができたため。

学校体育施設開放推進事業
【施策26】

スポーツ推進課 O
適切な維持管理を行い、市民が不ポーツに親しむ環境
を提供することができたため。

市民体育大会開催費補助事
業
【施策26、 27】

スポーツ推進課 O
コロナ禍で縮小しながらも、市民体育大会を開催する
ことで、市民が競技スポーツに取り組み、応援する機
会を設けることができたため。

県民体育大会等出場支援補
助事業
【施策26、 27】

スポーツ推進課 O 県民体育大会出場に対する支援を行い、市民の競技
方向上につなIザることができたためざ

社会体育施設管理運営事業
【施策28】

スポーツ推進課 O
コロナ禍における施設の感染症対策を実施しながら、
適切な維持管理に努めることができたため。

大規模大会開催事業
【施策29】

国スポ・障スポ推進室 ○

より良い大会の実現に向けた準備として草津市準備委
員会を草津市実行委員会に改組することができた。ま
た、各種イベント「こおいてブースを設置し、啓発活動に
取り組むことができた。
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■施策に含まれるその他の事業一覧

)

事務事業 担当課

図書館施設管理事業 【施策24】 図書館

南草津図書館施設管理事業 【施策24】 南草津図書館

総合型地域スポ∵ツクラブ補助事業 【施策26】 スポーツ推進課

チャレンジスポーツデ〒開催費補助金事務 【施策26】 スポーツ推進課

尋民伝競走大会開催費補助金事務 【施策26、 27】 スポーツ推進課

スポーツ協会事業費補助金事務 【施策26、 27】 スポーツ推進課

スポニツ少年団音成事業 【施策26、 27】 スポーツ推進課

スポニツ推進委鼻活動推進事業 【施策26、 27】 スポニツ推進課

スポーツ推進計画事業 【施策26、 27】

スポーツ推進審議会運営事業 【施策26、 27】 スポーツ推進課

各種スポーツ団体活動支援事業 【施策26、 27】 スポーツ推進課

各種大会負担金事務 【施策26、 27】 スポ=ツ推進課

各種大会補助金事務 【施策26、 27】 スポーツ推進課

各種大会出場者激励事業 【施策27】 スポーウ推進課

-33i



-34-



文化・芸術活動の支援と各種事業の充実や、担い手の育成支援を通して、
:誰
もが文化に触れることがで

きる機会の充実をめざします。また、文化の力によつて都市の魅力を高めることをめざします。概  要

■成果指標の目標と実績

) 1日 達成度評価

アートフエスタくさつやキッズシネマ塾、俳旬入門講座など、新型コロナウイルス感染症の影響によつて中止となつていた事業

を再開し、市民が文化に触れる機会を創出することで文化の振興を図れた。

■施策に含まれる主要事業一覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

事務事業 担当課

三ツ池計画予定地管理事業 【施策3刊 】 生涯学習課

斡黙肥叩 i綿罠暑鶴響
R6R5R3R2H30 Rl

26.025524.5 25_02410目標値

23521.2 218216 212実績値

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

市美術展覧会開催事業
【施策30】

生涯華習課 O 雲細 監 見蒙          処を
め。

市民文化芸術活動支援事業

【施策30】
生涯学習課 O

ウェスタくさつやキッズシネマ塾を再開し、産官民

の協働による文化振興に取り組むことがで吉々 め々。

俳句のまちづくり事業

【施策30】
生涯学習課 O 買畠纂陸Я査禽磐葦ミす鳶蓉撃二塁念窓屈鍵整侵

できたため。

文化ホール管理運営事業
【施策31】

生涯学習課 O 蓬推薯聖客措質ぷ層斎壌穐鰐 試腔
展開できたため。
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基本方向

本市の歴史文化の特徴を後世に守!り 伝えるため、適切な保存を図るとともに、市民が地域の歴史に撃れ

る機会づくり1こ努め、地域主体による保存・活用の機運の向上や歴史文化を活用した車津らしいまちづく

りをめざします。

う

山成果指標の目標と実績

■達成度評価

g:撃踊基    雪蘊覇聯轟離詫議菫艤…   鍮 鍵 麹翠予皐鞘漕定発笹灸驚瑠露駆緊毬犯語
が、昨年度より増加し一定の回復をみた。今後も文化財保存】

R6R4Rl R2H30

9695 96目標値

94 9494 94実績値

R6R5R4FR3Rl

34,50034,500 34,50034,50034,200目標値

18;544 25,47112,45433.072
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■施策に含まれる主要事業T覧

■施策に含まれるその他の事業一覧

主要事業 担当課 成果達成度 達成度評価理由

埋蔵文化財発掘調査事業
【施策32】

歴史文化財課 ○
試掘、本発掘調査ともに計画どおり実施でき、遺跡の
実態を適正に記録保持することができたため。

宰地開発等関連遺跡発掘調
査事業
【施策32】

歴史文化財課 O
開発等に伴う発掘調査及び整理業務を計画どおり進
め、遺跡の実態を適正に記録保持することができたた
め。

史跡草津宿本陣整備事業
【施策32】

歴史文化財課 O 国庫補助の範囲内で、計画どおり整備進捗を図ること

文化財保護助成事業
【施策32】 歴史文化財課 O 戻寡暮錘審彗β吾雪蓄翌穫躍産毛融 t濯

既の

史跡芦浦観音寺跡整備事業
【施策32】

歴史文化財課 O 国庫補助の範囲内で、計画どおり整備進捗を図ること
ができたため。

文化財普及啓発事業
【施策33】

歴史文化財課 O 例年以上に文化財を活用した取組を実施することがで
き、ふるさと意識の醸成に繋がったため。

史跡車津宿本陣管理事業
【施策34】   ´ 車津宿街道交流館 O

新型コロナウイルス感染症の影響で、日標としていた
年間入館者数は下回つたが、草津の歴史文化の魅力
発信に力を入れた結果t情報発信件数を増やせたた
め。

草津宿街道交流館運営事業
【施策34】

車津宿街道交流館 O

新型ヨロナウイルス感染症の影響で、目標としていた
年間入館者数は下画ったが、革津の歴史文化め魅力
発信に力を入れた結果、情報発信件数を増やせたた
め。

事務事業 担当課

歴史資料管理事業 【施策32】 歴史文化財課

文化財保護推進事業 【施策32】 歴史文化財課

未指定文化財調査事業 【施策32】 歴史文化財課

文化財保護審議会運営事業 【施策32】 歴史文化財課

重要文化財整備助成事業 【施策32、 33】 歴史文化財課

史跡野路小野山製鉄遺跡整備事業 【施策92、 33】 歴史文化財課
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教育委員会事務の点検および評価の実施について

(担当 教育総務課 )

1 概要

教育委員会は、効果的な教育行政の推進と、市民への説明責任を果たすため、毎年、

教育委員会事務の点検・評価を行い、その結果に関する報告書を公表します。

(根拠 :地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条 )

2.令和 5年度 (対象 :令和4年度事業)の実施方法

昨年度と同様に草津市教育振興基本計画 (第 3期)に 9つある基本項目ごとに評価・

点検を行います。評価シー トについては、より簡潔で見やすい形を目指し、別紙のとお

り見直しを行いました。

3.報告書 (案)の概要

①達成度評価について

章津市教育振興基本計画 (第 3期)において 9つの基本項目ごとに、成果指標の目標

達成度 (下記②)や関連する事業の成果達成度 (下記③)な どを鑑み、教育委員会事務

局で評価を行いました。

②成果指標の目標達成度について

9つの基本項目ごとに設定されている成果指標のうち、目標値を達成できたのは 6項

目で全体の 33.3%と なり、前年度の 29。 4%から増加 しました。

目標達成度が 100%未 満の状況は下記のとお りであり、特に目標達成度が 75%未

満の項 目と原因等については記載のとお りです。

○目標達成度の状況

目標達成度 項目教 (R4)
害J合 (R4) 【参考】

項目数 (R3)

100%以上 6 33.3% 5

75%以上 100%未満 11 61.1% 11

50%以上 75%未満 1 5.6% 1

50%未満 0 0% 0

計 18 17



・基本項目9

成果指標

達成度

原因

文化財の保存と活用

史跡草津宿本陣・草津宿街道交流館の年間入館者数

73,8% 【目標】34, 500人  【実績値】25, 471人
R2年度以降、新型コロナウイルス感染症の影響により入館者数は伸

び悩んできたが、R3年度 18,544人 に対して約 7,000人 増

加 してお り、新型コロナウイルス感染症の流行拡大前の水準に戻 りつ

つある。

③主要事業一覧について

9つの基本項目ごとに関連する主要事業について、成果達成度の自己評価を行つてい

ます。評価は下記のとおり3段階で行つています。

(◎ :期待を超える成果であった、○ :期待どおりの成果であった

△ :期待未満の成果であった)

なお、全ての主要事業について 「○ :期待どお りの成果であつた」と評価 しています。

○主要事業に対する達成度 (自 己評価)の状況

事業に尉する達成度

(自 己評価 )

主要事業数 割合

「◎」期待を超える成果であった 0 0%

「○」期待どおりの成果であつた 57 100%
「△」期待未満の成果であつた 0 0%

計 57

4. 草津市教育委員会事務外部評価委員会

点検・評価の客観性を確保するため外部評価委員会を開催 し、教育に関し学識経

験を有する方など外部の方々より意見や助言をいただき、その意見等を各評価シー

トに記載します。

今年度は、下記の方々に外部評価をお願いします。

教育委員会事務外部評価委員    敬称略

渡邊 暁彦   (滋賀大学教授)

藤野 利也   (元公立小学校長)

竹本 則子   (公募委員)

。令和 5年度 草津市教育委員会事務外部評価委員会

11月 24日 (金) 18:30～ 15:30 開催


